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4.　水理特性の評価
　実験結果より，各水理特性値はパラメータを用いて以下

のように評価する。

(1) 越流による水理力(図4)

　　P=K･W0･(h’+h1)･L/2 ……(3)

(2) 越流による水理力の作用重心

　　x=Kx･L ……(4)

(3) 起伏ゲート下流端の越流水深

　　hd=Kd･h1 ……(5)

　ここに，

　　　P ：単位長さ当たりの越流による水理力(kN/m)

　　　x ：越流による水理力の作用重心(m)

　　　hd ：起伏ゲート下流端の越流水深(m)

　　　K ：荷重係数(図5)

　　　Kx ：重心係数(図6)

　　　Kd ：越流水深係数(図7)

　　　W0 ：水の単位体積重量(kN/m
3)

　　　h’ ：上流水位から下部水密線までの水深(m)

　　　h1 ：越流水深(m)

　　　L ：起伏ゲート扉高(m)

図3　実験値と設計値の比較

5.　おわりに
　起伏ゲートの越流による水理特性をパラメータにより評

価し，合理的な設計を行う上で必要となる資料をとりまと

めることができた。
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図5　荷重係数曲線

図6　重心係数曲線

図7　越流水深係数曲線
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